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「ヤンヒーホスピタルダイエット」と称される製品による 

健康被害が発生しました 

 

 

本日、静岡県から別添のとおり記者発表を行った旨の連絡がありましたので、お知

らせします。 

「ヤンヒーホスピタルダイエット」と称する製品の服用が原因とみられる健康被害

は、動悸、ふらつき等の症状であり、患者は入院していましたが、現在は回復していま

す。 

これまでにも、「ヤンヒーホスピタルダイエット」や「MD クリニックダイエット」な

どと称される海外（タイ）の病院が処方したとされる医薬品を個人輸入して使用した

ことによる健康被害事例が複数の都道府県等から 10 例以上報告されています※）。厚生

労働省は医師の指示なくこれらの製品を個人輸入することを認めていませんので、こ

のような製品は決して入手して服用しないでください。 

本件については関係省庁や都道府県にも情報提供しています。 

 

 

※）「ホスピタルダイエット」などと称されるタイ製の向精神薬等を含有する無承

認無許可医薬品による健康被害事例について 

http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/diet/jirei/030902-1.html 

 

（参考）個人輸入する際に、数量に関わらず厚生労働省の確認を必要とするもの 

  https://www.mhlw.go.jp/topics/0104/dl/tp0401-1a.pdf 
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１ 概要 

「「ヤンヒーホスピタルダイエット」と称する製品をタイから個人輸入し、服用してい

た患者（県西部在住、40 歳代、女性）が、甲状腺機能亢進や低カリウム血症の症状（動

悸、ふらつき、四肢の麻痺等）で入院している」との連絡が、平成 30 年９月３日（月）

に県内医療機関から保健所にありました。 

この情報を受け、県で当該製品の任意提供を受け、県環境衛生科学研究所で分析した

ところ、医薬品成分が検出されました。 

「ホスピタルダイエット」や「ＭＤクリニックダイエット」等と称される製品につい

ては、平成 14 年以降、複数の都府県から死亡事例を含む健康被害の報告があり、厚生労

働省から注意喚起がされています。 

これらに該当する製品を服用している方は直ちに服用を中止し、健康被害が疑われる

場合は速やかに医療機関を受診するとともに、最寄りの保健所に御連絡ください。 

 

２ 健康被害が疑われる製品の概要（詳細は＜参考１＞のとおり） 

（１） 服用時期 

    平成 29 年５月～平成 30 年８月頃 

 （２） 製品名称（輸入代行業者の「代行証明書」に記載された名称） 

「ヤンヒー病院処方薬」及び「利尿剤」 

（３） 製品形状 

ヤンヒー病院処方薬：カプセル剤（１種）及び錠剤（８種） 

利尿剤      ：錠剤（１種） 

 （４） 含有されていた医薬品成分 

     ビサコジル（便秘薬）、ヒドロクロロチアジド（利尿剤）、甲状腺ホルモン、 

クロルフェニラミン（抗ヒスタミン剤）、フロセミド（利尿剤） 

 

３ 県の対応 

 ・県民への注意喚起を図るため、県ホームページに製品写真等を掲載します。 

・関係団体を通じて県内医療機関に情報提供するとともに、県県民生活課を通じて県及

び市町消費生活センターに情報提供します。 

 ・今後も、厚生労働省と連携し、医薬品等の個人輸入による健康被害発生の未然防止に

向け、情報発信や取締りに努めていきます。 

 

※ 厚生労働省と同日発表 

個人輸入品にご注意ください 

～個人輸入した無承認無許可医薬品による健康被害（疑い）の発生について～



 

＜参考１＞ 含有されていた医薬品成分の概要 

      ※ 類似事例をもとに、17 成分を選定し分析を行いました。 

      ヤンヒー病院処方薬：番号１～９、利尿剤：番号 10  

（カッコ内は、カプセルや錠剤に記載された記号等） 

 形状 製品外観 検出成分 作用 副作用 

１ 濃桃色の錠剤 

 

 

 

 ビサコジル 大腸のぜん

動運動促進

作用等 

過敏症状、腹部不

快感等 

２ 薄橙色の錠剤 

（T.O.CHEMICAL

S★の刻印、裏面

に割線あり） 

 ヒドロクロ

ロチアジド 

降圧作用、利

尿作用等 

食欲不振、悪心・嘔吐

、腹部不快感、脱

力感、低カリウム

血症、ふらつき等

３ 水色の錠剤 

（Ｙの印字） 

 

 

 甲状腺ホル

モン 

基礎代謝の

増大 

狭心症、ショッ

ク、うっ血性心不

全、心悸亢進等 

４ 水色の錠剤 

（Ｙの印字） 

 

 

 甲状腺ホル

モン 

基礎代謝の

増大 

狭心症、ショッ

ク、うっ血性心不

全、心悸亢進等 

５ 薄桃色の錠剤 

（楕円形、Ｙの

刻印） 

 

 クロルフェ

ニラミン 

抗ヒスタミ

ン作用 

過敏症、眠気、心

悸亢進等 

６ 桃色の錠剤 

 

 

 

 

７ 灰色の錠剤 

 

 

 

 

８ 黄色と赤色の 

カプセル 

 

 

 

９ オレンジ色の 

錠剤 

 

 

 

分析した 

17 成分に 

ついては 

検出なし 

17成分以外の医薬品成分が含有

されている可能性があるため、

詳細は不明 

10 白色の錠剤 

（Ｗの形に似た

刻印、裏面に割

線あり） 

 フロセミド 利尿作用、降

圧作用等 

ショック、食欲不振

、悪心・嘔吐、め

まい、低カリウム

血症、ふらつき等



 

   

＜参考２＞ 小分け用として、製品と一緒に届いた袋 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考３＞ 「ホスピタルダイエット」等と称されるやせ薬に関する過去の事例 

     「ホスピタルダイエット」、「ＭＤクリニックダイエット」等と称される製品

から、過去に複数の医薬品成分が検出されており、平成 14 年以降、複数の都府

県から死亡事例を含む健康被害の事例が公表されています。 

     これらの事例については、注意喚起のために厚生労働省ホームページに集約

されて掲載されています。 

     

【厚生労働省ホームページ】 

     ・「ホスピタルダイエット」などと称されるタイ製の向精神薬等を含有する無

承認無許可医薬品による健康被害事例について 

      https://www.mhlw.go.jp/kinkyu/diet/jirei/030902-1.html 

     ・健康被害情報・無承認無許可医薬品情報 

      https://www.mhlw.go.jp/kinkyu/diet/musyonin.html 
 
 
 

 

 


